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１．はじめに
本プロジェクトは，2017・18年に告示された学習指導
要領を前提とした ESD 実践の検討を目的とし，ESD の
授業プランを PDCAサイクル適用により開発・構築する
ものである。Plan段階の検討については，2018年度地理
科学学会春季学術大会で口頭発表し，阪上ほか（2019）
で報告した。そこでは，ESDの理念が新学習指導要領の
中核に位置付けられていること，社会系教科のほとんど
の学年で ESD にかかわる内容が明示されたこと，ESD
にかかわる学習が段階的・系統的に配置されていること
を明らかにした。ESD 実践の対象および学習活動地域
については，流域に焦点をあてて検討した。流域は ESD
実践において有効な素材であることを示したうえで，
ESD実践における４つのポイント（持続可能な社会の社
会基盤，コンピテンシー獲得，未来志向，持続可能な社
会の創り手）を指摘した。
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本プロジェクトは，新学習指導要領を前提とした ESD 実践の検討を目的とし，ESD の授業プランを PDCA サイクル適
用により開発・構築するものである。本稿では Do 段階として，小学校社会科を対象にした授業プランの開発過程と授業
実践について報告する。授業プランの開発にあたっては，水教育を推進している Project WET International Foundationとプ
ロジェクトWETジャパンに着目し，そこで提案された学習活動（アクティビティ）をもとに加古川流域を事例とした。そ
の授業プランにもとづいた授業の実施とふり返りまでの過程を対象とする。
まず Project WET International Foundation とプロジェクト WET ジャパンの概要ならびに両組織が作成した流域ガイド
ブックの内容について整理した。流域ガイドブックが学校教育との関係が強く意図されていることに注目した分析を行
い，その特徴の一つとして，個々のアクティビティが複数の教科にまたがっており，教科横断的な学習の可能性をみいだ
した。また提案されたアクティビティは，それぞれの流域固有の事象にもとづく活動ではなく，汎用性のあるものである
ことを指摘した。国交省の地方整備局が作成している「河川整備計画」などを用いて，加古川流域の概要をまとめ，教材
開発にあたっての基礎的知識を整理した。本稿では，プロジェクトWET「木曽川流域版ガイドブック」作成検討委員会監
修（2014）で示された12のアクティビティから，「木曽川のできごと・今，昔」を取り上げ，「加古川のできごと・今，昔」
の開発を試みた。教材であるシナリオカードについて，詳細に分析し，加古川版教材作成のための基本を確認した。その
上で，本プロジェクトの新たな工夫として，シナリオカードの構造化と ESDの視点を加えた。
以上の検討を踏まえ，具体的な授業プランを作成し，2018年９月14日，兵庫教育大学附属小学校において，第５学年社
会科で授業を行った。授業者のふり返りでは，シナリオカードを用いることで子どもたちの学習意欲を喚起できた点や，
小縮尺の流域図を用いたことによって俯瞰的に見ることができた点が評価された。一方，産業と加古川とのつながりにつ
いての話し合いが極めて感覚的な推論で留まり，根拠が乏しい議論となってしまったという課題も指摘された。
キーワード：授業プラン，小学校社会科，ＥＳＤ，流域，加古川
Keywords：lesson plan, social studies in primary school, ESD, watershed, Kakogawa river
保育記録による園内研修と保育への振り返り
―選抜研修がもたらす保育者の変容と園内への学びの広がり―
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本研究は，幼稚園教諭と保育所保育士合同の交流研修において実施した選抜研修が保育者個人や園内の保育にもたらす
影響について解明するものである。合同の交流研修を通して指導したラーニング・ストーリーによる記録の採集は保育者
に，子どもが熱中・挑戦する姿とそれを支援する保育者の関わり方を省察させ，子どもへの共感的まなざしをもたらした。
選抜研修で採取した保育記録に基づいた園内研修を通して，幼稚園教諭のみならず，保育所保育士たちは①保育者のかか
わりと子どもの活動の一連の流れ，その過程における成果をつぶさに採取することの必要性，②保育者間の学び合いが子
ども理解の共有と保育の質を保証する保育者の成長を生み出す契機となることの認識，を園内に広げた。
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本稿では，Plan段階で得られた上記知見を踏まえ，Do
段階として小学校社会科を対象に授業プランの開発過程
と授業実践について報告する。授業プランの開発にあ
たっては，阪上ほか（2019）で紹介したプロジェクト
WET「木曽川流域版ガイドブック」作成検討委員会監修
（2014）に着目し，そこで提案されたアクティビティの１
つを取り上げて検討し，その検討を踏まえて加古川流域
を事例とした授業プランの立案を図る。本稿ではその授
業プランにもとづいた授業の実施までの過程を報告す
る。
２．「Discover a Watershed」と学習対象地域の検討
１）Project WET International Foundation
Project WET International Foundation（以下 PWIと表
記する）は，アメリカの NPO団体で1984年より体験型の
水教育プログラムに取り組んでいる。同団体は，数ヶ国
語に翻訳された水資源に関する資料の出版，水に関する
様々なテーマでの研修ワークショップの開催，地域での
水に関するイベントの主催，教育者と水資源の専門家，
科学者たちとの国際的ネットワークの構築などを通し
て，世界中の子どもや，親，教師および地域住民に水に
関する教育の普及活動を行っている（プロジェクト
WET「木曽川流域版ガイドブック」作成検討委員会，
2014，p.18）。
PWI が取り組んでいる水資源に関する教材の１つが
「Discover a Watershed」（流域版ガイドブック）のシリー
ズである。1996年以降，これまでにアメリカ合衆国のエ
バーグレーズ湿地（Everglades），ミズーリ川（Missouri），
コロラド川（Colorado），メキシコのパツクアロ湖
（Pátzcuaro），そしてアメリカ合衆国とメキシコの国境を
流れるリオ・グランデ川（Rio Grande）／リオ・ブラーボ
川（Río Bravo）を対象とした流域版ガイドブックが出版
されている（Project WET International Foundation,2005）。
このほか流域学習の基本モデルを示した Discover a
Watershed: The Watershed Manager Educators Guide
（Project WET Foundation, 2002，第１図），子ども向けの
Discover a Watershed KIDs,学習活動（以下，アクティビ
ティと表記する）の事例集である Discover a Watershed:
Educators Guide を出版している。
本稿では，コロラド川を対象とした Discover a
Watershed: The Colorado（以下，コロラド版と表記する）
の内容を検討する。コロラド版は，422ページに及ぶ大
著で，本編はおおきく３つのパートから構成されている。
まずパート１では74ページを割いて，流域の概観や水利
開発が整理されている。そこではコロラド川が流れてい
るコロラド州やユタ州などの国立公園の位置や一人当た
りの平均水使用量など，数多くの資料，図表や絵を用い
て説明がなされている。パート２は，実際の学習活動で
あるアクティビティの紹介である。アクティビティは
「導入」（Introduction，３つのアクティビティ），「地質学」
（Geology，１つのアクティビティ），「水文学」（Hydrology，
４つのアクティビティ），「植生・動物」（Flora and Fauna，
４つのアクティビティ），「歴史」（History，２つのアクティ
ビティ），「水管理」（Water Management，６つのアクティ
ビティ），「芸術」（Art，２つのアクティビティ），「文化」
（Culture，３つのアクティビティ）の８項目に分けてあり，
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第１図 Project Wet International Foundation と
プロジェクトWet ジャパンの出版物
Discover a Watershed:
The Watershed Manager Educators Guide
Discover a Watershed: Educators Guide の翻訳書
第１図 Project WET International Foundation とプロジェクトWETジャパンの出版物
全部で25のアクティビティが示されている。パート３は
付録である。パート２で示された25のアクティビティと
アメリカ合衆国の学校教育においてカリキュラム作成の
ための指針として用いられている National Science
Standardsとの関係のほか，用語集，参考文献が示されて
いる。本編以外には，ガイドブックの使用方法，アクティ
ビティの基本形式，プロジェクト WET の活動，コロラ
ド川流域の土地利用図など８葉の地図，関係年表が示さ
れている。さらに65センチ×96センチの流域図が添付さ
れている。
２）プロジェクトWETジャパン
日本においては，河川財団が2003年より，プロジェク
ト WET の使用権を得て，プロジェクト WET ジャパン
（以下 PWJ と表記する）として活動している。同財団の
事業は，「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育
の推進に関する法律」に基づく人材認定等事業として登
録されている。主な活動は，ファシリテーター講習会の
開催や学校カリキュラム適合委員会の設置である（プロ
ジェクトWET「木曽川流域版ガイドブック」作成検討委
員会，2014，p.22）。また PWJは，コロラド版を参考にし
て『プロジェクトWET「木曽川版ガイドブック」』（以下，
木曽川版と表記する）や前述の Discover a Watershed:
Educators Guide（Project WET Foundation，2002，第１図）
の翻訳書を出版している。
木曽川版は，コロラド版に示された25のアクティビ
ティのうち，12のアクティビティを木曽川流域に合わせ
て再構成したものである。ここでは，その12のアクティ
ビティについて検討する。第１表に示すように，12のア
クティビティには「流域を知る」・「流域の生き物」・「流
域の歴史」・「流域の水利用」・「流域の文化・芸術」の５
つの項目が設定されている。コロラド版では，地質学や
水文学など学問体系をベースとする項目が採用されてい
たのに対して，木曽川版では学問名を用いない形が採用
されている。「流域を知る」は「Introduction」のアクティ
ビティから３つと「Hydrology」のアクティビティから１
つを選択している。「流域の生き物」は「Flora and Fauna」
の４つのすべてのアクティビティ，「流域の歴史」は
「History」から１つのアクティビティ，「流域の水利用」
は「Water Management」から３つのアクティビティ，そ
して「流域の文化・芸術」は項目としては「Art」と
「Cultures」を統合した項目名であるが，「Art」から１つの
アクティビティが選択されている。
コロラド版のパート３付録には，前述の通り National
Science Standards とアクティビティとの関連が示されて
いる。木曽川版では小・中学校学習指導要領（2008年版）
との関連が示されている。12のアクティビティと，各校
種・教科・学年・単元との関係を整理したのが第２表で
ある。
「流域を知る」と「流域の生き物」のアクティビティ
は社会科と理科両方での授業に多く使うことができる。
「流域の歴史」と「流域の文化・芸術」のアクティビティ
は社会科のみであり，「流域の水利用」は社会科と理科に
加え，家庭科・保健体育科など実技の授業でも活用でき
るような形で記載されている。しかし，「流域の文化・芸
術」のアクティビティの内容は水彩画を描くことである
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第１表 木曽川版とコロラド版との比較
WET
が、図画工作科との関連性は示されてない。また学年ご
とにみていくと、小学校３・４年は社会科，小学校５・
６年は理科，中学校は社会科のうち地理的分野で関連の
ある単元が多い。今回の分析において，特に注目した点
は，アクティビティによっては複数の教科との関連が示
されており，教科横断的学習の教材であることが示唆さ
れていることである。また，教科・単元ごとに分析した
場合，社会科は小学校では「身近な地域や市（区，町，
村）」，「生活に必要な飲料水，県（都，道，府）の特色」，
中学校では「日本の諸地域」が複数のアクティビティと
の関連が最も多い。理科では「生物と環境」（小学校６年）
と「自然環境の調査と環境保全」（中学）の単元が多く，
環境に焦点を当てている。その他では「生活と身近な環
境とのかかわり」（小学校家庭科）との単元が多い。これ
らの単元と関連が示されているアクティビティは身近な
地域と環境との関係が深い内容である。
木曽川版で示された12のアクティビティについて，筆
者らが取り組んでいる加古川流域の事例に置き換えるこ
とができるかどうかを検討した。その結果，木曽川版が
コロラド版をもとに木曽川版へとアレンジできたと同様
に，加古川事例に置き換えることは可能であると判断し
た。これは木曽川版で抽出された12のアクティビティ
が，他の流域の事例についても置き換えが可能であり，
汎用性のある学習内容であることを示しているといえよ
う。
本稿では12のアクティビティの中から，「木曽川ので
きごと・今，昔」を検討のパイロット学習としてとりあ
げ，さらに詳細な検討を加えることにした。
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第２表 木曽川版のアクティビティと教科単元との対応
出所： Project WET International Foundation(2005)とプロジェクト WET「木曽川流域版ガイドブック」作成検討委員会監修(2014)をもとに筆者作成。
３）木曽川流域と加古川流域の比較
第３表は木曽川と加古川の諸元を示したものである。
木曽川流域は木曽川（本川）だけでなく，飛騨川と長良
川を合わせた木曽三川に加え，揖斐川の４河川の流域を
合わせたものである。一方，加古川は本流のみの値が示
されている。ただし，本プロジェクトで定義する加古川
流域は，後述する兵庫県が策定した「東播磨・北播磨・
丹波（加古川流域圏）地域総合治水推進計画」に準拠す
る。すなわち加古川（本川）に加えて，下流部の喜瀬川，
法華山谷川と泊川の流域ならびにそれらに隣接する河口
部分を加えた区域であり，加古川の幹線流路延長は96㎞
であるが，流域面積は1,876㎢となる。
さて加古川は木曽川と比べて，幹線流路延長は２分の
１以下，流域面積は６分の１以下である。年平均流量も
年14.5億トンであり木曽川の６分の１以下しかない。と
もに国が管理する一級河川ではある。しかし河川として
の規模は大きな差がある。また加古川源流は，中国山地
東部に位置する粟鹿山であり，その標高は962ｍである。
一方木曽川の源流は飛騨山脈にある標高2,446ｍの鉢盛
山である。春先に，木曽川では大量の雪解け水があるの
に対して，加古川のそれは多くない。
関係する自治体は，木曽川流域が長野県，岐阜県，愛
知県，三重県の４県にまたがるのに対して，加古川流域
は兵庫県１県であり，その関係市町は10市３町（丹波市，
篠山市，西脇市，三田市，加東市，加西市，小野市，三
木市，加古川市，神戸市，多可町，稲美町，播磨町）で
ある（第２図）。
利水については，ともに農業用水の取水量が最も大き
な割合を占めている。取水量は河川の規模を反映し，い
ずれも利水において木曽川での取水量が大きい。利水上
での大きな違いは，木曽川で水力発電がおこなわれてい
るのに対して，加古川では発電が全くないことである。
水力発電はダム式と水路式があり，木曽川にはその両者
が存在する。水路式の場合，取水地点から放水地点の間
の流水が大きく減少し，自然環境や景観に大きな影響を
及ぼす。また下流部にはともに河口堰（長良川大堰と加
古川大堰）が設置され，治水対策とともに河川水の有効
利用が図られている。
木曽川版では，流域の概要について，国土交通省中部
地方整備局が作成した「木曽川水系河川整備計画」の一
部抜粋が掲載されている。同整備計画は2008年３月に策
定されたものである。その後2015年１月に変更がなされ
ている。加古川についても同様に，国土交通省近畿地方
整備局が2011年12月に「加古川水系河川整備計画」を策
定している。また兵庫県は東播磨・北播磨・丹波（加古
川流域圏）地域総合治水推進計画を策定し（2014年度か
ら実施），県・市町・県民が相互に連携しながら協働して
取り組む「総合治水」を河川管理者である国との連携に
より推進している。
４）加古川流域の概要
加古川流域の上流部は，1000ｍを超える千ヶ峰（標高
1,066ｍ）をはじめ中国山地の山々が連なっており，それ
らの谷間に篠山盆地などのまとまった平地がみられる。
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第３表 木曽川と加古川の比較

： 。
丹波市石生には標高95ｍと日本で最も低い中央分水界が
あり，かつて瀬戸内海と日本海を結ぶ運河の計画もなさ
れた（第２図）。中流部では，中国自動車道を境として，
その北部は標高200ｍを越える山地が続くのに対し，南
部では標高200ｍ以下の台地・丘陵が広がる。そして下
流部においては，標高50ｍ以下の沖積平野が広がり，河
口部周辺では重化学工業の立地する埋立地が造成されて
いる。
流域の降水は大きく分けて上流部と中・下流部の２つ
に分かれ，上流部は1,600mm前後と日本の年平均降水量
よりやや少なく，中・下流部は瀬戸内型気候で1,200mm
前後と日本の年平均降水量の７割にすぎない。また，モ
ンスーンの影響により降水量の変動は大きく，加えて台
風の襲来もある。近年では1994年や2000年に渇水があ
り，2011年の洪水では広い範囲にわたって浸水被害が発
生している。
加古川の開発は古い。古代の開発として，下流部の沖
積平野部だけでなく，上流部の谷底平野にも条里の遺構
が多くみられる。また加古川の水を利用した杉原紙の生
産が風土記に記されている。なお加古川の水を利用でき
ない場所では溜池が築造され，７世紀には兵庫県最古の
岡大池（現 天満大池）が築造されている。近世に入ると，
加古川を制御する試みが姫路藩によってなされ，下流部
に升田堤が築かれた。中流部の台地・丘陵では新田開発
が展開し，加古川の支流を水源とする用水（疏水）の開
削や溜池の築造がなされた。兵庫県でもっとも広い溜池
である加古大池もこの時代に築造されている。交通に関
しては，阿江与助らによって，高砂から約50㎞上流にあ
る丹波市本郷までの舟運が整備された。加古川は物流の
大動脈となり地域発展の中心的役割を果たすようになっ
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第２図 加古川流域図
出所：東条川疏水ネットワーク博物館パンフレットをもとに筆者作成。
た。流域内では播磨三白と言われた米，棉，塩の増産が
なされたほか，釣り針，そろばん，金物や上流部の木材
を用いた建具などの地場産業が発展した。近代に入ると
測量や土木分野における西洋技術の導入がなされ，大規
模な水利開発が行われるようになった。加古川流域の中
流部では，淡山疏水，飯盛野疏水や昭和池の開発が行わ
れている。さらに現代では３つの国営農業水利事業（加
古川西部地区，東条川地区，東播用水地区）が展開して
いる。加古川西部地区では，糀谷ダムを基幹施設として，
加西市・加東市・小野市・多可町・西脇市・姫路市の農
地3,651ha の灌漑のほか，工業用水供給も計画に含まれ
ている。東条川地区では，鴨川ダムを基幹施設として，
加東市・小野市・三木市の農地3,430haの灌漑のほか，加
東市と小野市へ水道用水を供給している。東播用水地区
では，加古川の支流篠山川に川代ダム，東条川に大川瀬
ダム，山田川に呑吐ダムを建設し，それらを導水管でつ
なぎ，貯水された水で神戸市・明石市・加古川市・三木
市・稲美町の農地7,371haを灌漑している。
国営農業水利事業として，合わせて15,000haを超える
農地を灌漑するとともに，農業水利事業で建設されたダ
ムの水は，農業用水だけでなく都市化で増加する人口を
支える水道用水の水源となっている。４つのダムは，国
営加古川水系農業水利施設総合管理事業として一元的及
び総合的に管理がなされている。利水面だけでなく，環
境面にも大きな配慮がなされている。加古川の中流部の
板波地点と下流部の国包地点で，それぞれ基準流量が設
定されている。そのことにより，既存用水の安定取水と
河川維持用水の確保がなされている。
また洪水などの災害対策面においては，下流部に加古
川大堰が建設された。加古川大堰は，既存の井堰を撤
去・合口することで，洪水の安全な流下を図っている。
また防潮堤としての役割も持ち，上流部に貯水された水
は，既存の農業用水や河川維持用水，さらに加古川工業
用水事業によって，加古川の表流水をポンプアップして
平荘ダムに貯水し，播磨臨海工業地域へ工業用水を供給
している。
加古川流域の特色の一つとして，「地域全体が博物館」
という思想に基づく地域づくり活動であるフィールド
ミュージアムが多く展開されていることがあげられる。
すなわち「北はりま田園空間博物館」（2002年オープン），
「丹波地域恐竜化石フィールドミュージアム」（2015年），
「東条川疏水ネットワーク博物館」（2015年），そして「い
なみ野ため池ミュージアム」（2002年）である。これらの
フィールドミュージアムは，まちおこしやまちづくりを
意図として，それら活動は ESD や SDGs と趣旨と軌を
一にするものである。
３．アクティビティ「加古川のできごと・今，昔」の検討
１）教材・教具の検討
前述の通り，木曽川流域の事例を筆者らが取り組んで
いる加古川流域の事例に置き換えることができるかを検
討した結果，すべてのアクティビティで加古川版が可能
であると判断された。そこで，「木曽川のできごと・今，
昔」のアクティビティを検討のパイロット学習としてと
りあげ，さらに詳細な検討を加えることにした。「木曽
川のできごと・今，昔」は木曽川流域における水にまつ
わる歴史的なできごとを時代順に並べ，木曽川の流域の
歴史について学ぶアクティビティである。対象学年は小
学校高学年から高校生である。学習指導要領との対応で
は，小学校３・４年の「地域の発展に尽くした先人の具
体的事例」，中学校社会科の地理的分野のうち「身近な地
域の調査」，歴史的分野の全単元での対応が示されてい
る。
アクティビティにおける教材は「イントロ用カード」
１項目と木曽川流域での様々な事象を示した「木曽川の
できごと・今，昔カード」16項目シナリオカード（項目
には，水利用，治水，事件３つのテーマが設定されてお
り，それぞれ９，４，３の項目が用意されている）であ
る。各項目は４枚のカードで構成される。項目を説明す
る一文が４つに分割され，４枚のカードに分けて記され
ている。また，それら４枚には同じ写真や図が加えられ
ている。都合，イントロ用カードを含め17項目×４枚の
計68枚のカードが用意されている。
アクティビティは，次のような流れで進められる。①
グループごとに68枚のカードを配る。②「イントロ用
カード」を用いて，木曽川の流域でどのような水利用，
治水，事件があったかを自由に話し合わせる。③それぞ
れの項目が４枚のカードで構成され，合わせると一つの
文になることを伝える。④分割された文や写真等をもと
に項目ごとにまとめ，一つの文になるようにカードの順
番を考え，すべての項目ついて正しい順番に並べさせる。
⑤項目ごとに正しく並べられた68枚のカードを見なが
ら，歴史上のできごとが今日の水の使い方にどのような
影響を与えているのか，今後起きる可能性のあるできご
となどについて話し合わせる。
「木曽川のできごと・今，昔」で示された水利用，治
水，事件の事象については，加古川においても，同様の
項目設定は容易である。したがって，加古川版の作成に
あたっては，どのような項目を設定するかと，どのよう
な説明の文を作成するかが課題となる。木曽川版の各項
目の文は，少ないもので58文字，多いもので108文字であ
り，平均文字数は79.8文字であった。また１カードあた
りでの平均文字数は19.4文字である。４分割された文に
ついては，１枚目に年の情報が示されるなどの傾向はみ
られるものの，それ以外には特に目立った共通性はみい
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だせなかった。
２）学習立案にあったっての工夫
①シナリオカードの構造化
木曽川版におけるシナリオカードと時代との関係をみ
てみると，時代順という点は示されているが，時代とし
ては近世の項目が多い。そこで，加古川版では時系列に
配慮し，時代区分（古代～現代）ごとに数を揃えるなど
の工夫を考えた。「加古川のできごと・今，昔」のアクティ
ビティを検討するに当たってのフレームワークを作成す
る。まず「時代」として古代，中世，近世，近代，現代
の５つの時代区分を設定した。次に，①環境・開発，②
経済・産業，③文化・社会の３つのカテゴリーに分類し
整理した。都合，５つの時代と３つのカテゴリーに，そ
れぞれのシナリオカードを作成することにした。シナリ
オカードの文章についても構造的に構成することによっ
て，時代背景と因果関係を文章から把握することが可能
になるよう工夫を加えた（第３図）。具体的には 5W1H
の文章構造を意識し，「いつ」「誰が，どこで」「どのよう
な理由で」「どのように，何をした」という４つに分類し
て文章を構成することとした。さらに，シナリオカード
の項目の作成にあたっては，上流・中流・下流のできご
とがバランスよく配置されるよう配慮した。これらのフ
レームワークとシナリオカードの構造を整理したものが
第４表である。
② ESD
ⅰ教材「シナリオカード」における ESDの視点
できごと（社会的事象）の理解を通じた加古川流域（地
域）像の形成、流域概念の獲得が指摘できる。その際に，
できごとの「つながり」を意識させた学習過程を重視し
ている。
ESDで育む能力の一つに，事象間のつながりを思考し
理解することがあげられる。本学習ではできごと間のつ
ながりをとらえる際の観点として、ESDの中心概念であ
る持続可能な開発に注目した。持続可能な開発は「私た
ちが決断を下す際には，社会，環境，経済への潜在的影
響を配慮しつつ，私たちの行動が他の場所に影響を及ぼ
すこと，そして私たちの行動が将来にも影響を及ぼすこ
とを意識しておかなければならない」（ストレンジ・ベイ
リー，2011，p.26）ことを意味している。「加古川のでき
ごと・今，昔」で開発したシナリオカードおよびそれを
活用した学習活動（アクティビティ）では，できごとの
つながりを理解させる際に，この持続可能な開発の考え
方を踏まえ，①持続可能な開発の３つの観点（環境，経
済，社会），②空間軸（空間的相互依存関係），③時間軸
（過程）の視点から捉えさせている。具体的には①に関
して，できごとの背景には，環境・開発，産業・経済，
文化・社会が関係しており，この３カテゴリーのつなが
り，バランスのもとで成立していること，②に関しては
地理的な観点，とりわけ上流・中流・下流の位置関係か
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第３図 シナリオカードの例
出所：筆者作成。
ら，③に関しては歴史的な観点，とくに時代区分から，
各できごとがつながっていることを理解させることであ
る。
ⅱ学習を通じた ESDの能力・態度等の育成
流域学習の成果として想定していることは３つある。
１つ目は，持続可能な開発の見方（多様性，相互性，有
限性等）の獲得である。２つ目は，流域でのできごとを
総合的に思考する力（体系的な思考力・システム思考）
の向上である。３つ目は，過去から現在までの水利用・
治水の考察を通じて，持続可能性を視点に加古川流域の
未来を思考する態度（未来志向）の涵養である。
以上の３つの資質・能力の育成を目指して，本授業実
践を行なうこととする。
４．「加古川のできごと・今，昔」の授業プランと授業実践
本プロジェクトでは，開発した教材を使って，兵庫教
育大学附属小学校５年生社会での授業を計画した。本稿
では，以下，その授業プランと当日の授業についての授
業者のふり返りについて示す。
１）授業プラン
①授業名 加古川流域から見るわたしたちの産業
（第５学年）
②授業づくりについて
本学級の児童は，加東市，西脇市，三木市，小野市，
加西市などの広域から通ってきている。どの市も加古川
流域に属しているが，児童は加古川流域と自分たちの生
活が深く関連しているとは認識していない。
兵庫教育大学附属小学校は加東市にあり，加古川流域
の中流域に属している。周辺には酒米山田錦の水田がい
たるところにあり，加古川の水を使って，水田に水を供
給している。また，加古川中流域にある「闘竜灘」は中
世から近代にかけての流通を支えた舟運である「高瀬舟」
の難所であったと言われており，歴史的にも深みのある
場所である。さらに，その舟運によって運ばれてきた鉄
を利用して，近世に城下町として栄えた三木周辺で金物
づくりが盛んになった。その金物に使われた鉄の残りを
使って，釣り針をつくったという説もある。このように，
加古川が私たちの生活にもたらしている影響は大きく，
加古川流域を学ぶことは意義深い。また，産業学習の導
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第４表 シナリオカードの構造化
出所：筆者作成。
入としても，原料立地や流通などの視点で考えるきっか
けとなる。そして，本校の児童は広域から通っているこ
ともあり，流域を単位として，ものごとを俯瞰的に見る
ことを全体の中に自分たちがどのように位置づいている
のかを認識させるには大変効果的であると考える。以上
のことを踏まえて，３つの手立てを講じる。
１つ目は，加古川流域と関係のあるシナリオカード（杉
原紙，金物，釣り針，播州織，山田錦）を用いて，古代・
中世・近世・近代・現代の枠組みで歴史の古い順番に並
べる活動を行うようにすることである。その際には，シ
ナリオカードだけではなく，歴史的建造物である文化・
社会のシナリオカードも入れておくことによって，６年
生での歴史学習の布石とする。
２つ目は，それぞれの産業・経済のシナリオカードを
用いて，文章の意味が通るように並べることを通して,年
代を読み解く活動を設定することである。シナリオカー
ドは「いつ，誰が」「どこで」「どのような理由で」「どの
ように，何をした」の４つのカードに分けて作成した。
それらを並べ，文章にすることによって，加古川流域と
のつながりが明らかになるようにする。さらに，その文
章から加古川流域と産業がどのようにつながっているか
を自分の言葉で説明できるようにすることで，加古川流
域と産業のつながりを明確にもてるようにする。
３つ目は，小縮尺の流域図を用いて俯瞰的に加古川流
域を見ることができるようにすることである。また，そ
の際には，兵庫教育大学附属小学校の場所や自分の住ん
でいる場所にシールを貼ることによって，位置関係を把
握し，自分たちの住んでいる場所が加古川流域に属して
いることを視覚的にもわかるようにする。そうすること
によって，「加古川流域」という概念が子どもたちにとっ
て身近なものになると考える。
このような活動を通して，子どもたちが加古川流域と
いう概念を知り，その加古川とその支流の川が私たちの
生活と密接につながっていること気づくことができるよ
うにしたい。さらに，本授業で得た見方を用いて加古川
流域を見たり，他の産業について興味関心をもったりで
きるようにしたい。
③本時の学習
ⅰ目 標
◯加古川流域に関係のある５つの産業を時代別に並べた
り説明の文章をつくったりする協働的な活動を通し
て，加古川流域とつながりのある産業について知る。
【知識及び技能】
◯５つの産業が加古川流域とどのように関連して発展し
たのかを原料立地や流通を視点に考えることができ
る。【思考力，判断力，表現力等】
２）授業者のふり返り
本実践は，2018年９月14日，兵庫教育大学附属小学校
において，第５学年の児童を対象にして行った。
児童たちは本授業を通して，「流域」という概念を初め
て知り，産業と流域とのつながりを感じることができた。
また，加古川流域と関係のあるシナリオカード（杉原紙，
金物，釣り針，播州織，山田錦）を用いた活動に関して
は，児童たちの意欲を喚起するという点において，効果
的に働いた。古い順番に並べるという活動が児童たちに
とって分かりやすく活発な活動となった。そして，産
業・経済のシナリオカードについてであるが，「5W1H」
を用いたシナリオカードが児童たちの経験と情報をつな
げる役割を果たし，社会科における事実的知識の獲得に
大変効果的であった。文章の難易度としても，同じ産業
でもすべてのシナリオカードの写真を変えることによっ
て，写真からもヒントが得られ，簡単すぎず，難しすぎ
ることなくすべての児童たちが活動に関わることができ
たという点が成果であると言える。
さらに，小縮尺の流域図を用いて俯瞰的に加古川流域
を見ることができるようにした点は効果的であったと考
えられる。流域図を最初に提示して，自分たちの住んで
いる市町を確認し空間的に現在地と加古川流域について
確認できた。また，産業の栄えた場所についても視覚的
にわかりやすく提示した上で，加古川流域の透明シート
をかぶせることで，産業と川のつながりを驚きとともに，
共感することができたと考える。
児童のふり返りを見ると，「加古川流域と産業の深い
関わりが知れて良かった。杉原紙は谷で作られているか
ら水が必要で，播州織は水はけを良くするために，三木
金物は木などの木材があり，釣針は魚釣りで商品化をし
て,山田錦は米の成長に欠かせなかった。」や「『加古川は
とくさんの命』つりばりでつりをして，おりものはそこ
で洗えるし，山田錦をつくる水もあるし，杉原紙をつく
るときの水もあるし，三木金物は魚つってすぐさばける
から！加古川はすごい。」や「場所を考えた人は，てきと
うにえらぶんじゃなくてちゃんと考えて場所を選んでい
るんだなあと思いました。」などの記述が見られた。こ
のように産業と川をつなげて考えている多くの児童の姿
があった。しかし，全ての児童が流域と産業のつながり
を実感していたわけではない。
５．おわりに
本稿では，加古川流域を事例とした授業の PDCAサイ
クルにおける Do 段階として，小学校社会科を対象に授
業プランの開発過程と授業実践について報告した。授業
プラン開発の前提として，まず本プロジェクトで参考に
した Project WET International Foundationとプロジェクト
WET ジャパンの概要ならびに両組織が作成した流域ガ
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第４図 板書計画
9/14 播磨地域の有名なもの
杉原紙三⽊⾦物播州釣針 播州織⼭⽥錦
昔からお酒はあ
るから，⼭⽥錦
は古いと思う。
播州織は最近
売り出してい
るから，新し
いと思う。
予想
⿂釣りは昔
からしてる
と思うから，
⼀番播州釣
針が古いと
思う。
杉原紙 ⾦物 釣り針 播州織 ⼭⽥錦
結果
600年代
杉原⾕
「播磨紙」
上質
鶴林寺
古代
590〜1185 中世1185〜1580 近世1570〜1867 近代1867〜1945 現代1945〜
感想
〜広まったのが古い順に並べよう〜
1580年,秀吉
播磨三⽊
⼤⼯職⼈
町の復興
1851年,⼩寺
下久⽶村
技術広める
農⺠を救う
1988年，
三⽊市
⽣産全国⼀
環境・技術
1930年代
津万郷
ガチャ万
海外向け
兵庫県の有名なものと川がつながっていることを初めて知った。
川がなぜ産業と関係しているのか，不思議に思った。
古い順に並べるのが楽しかった。
ⅱ展 開
学習活動 教師の働きかけ 評価の視点となる児童のあらわれ
１ 自分の住んでいる市や町を
探し，地図にシールを貼る。
○黒板に小縮尺の流域図を貼り，児童の住んで
いる市にシールを貼ることで，俯瞰的に現在
地を把握できるようにする。
・地図上で自分の住んでいる場所
がわかっている。
播磨地域の有名なものカードで遊ぼう！
２ 兵庫の有名なものが全国に
広まった時代を予想する。
【古代・中世・近世・近代・現
代】杉原紙・金物・釣り針・
播州織・山田錦
◯時代区分を西暦とともに伝え,黒板上で視覚
的にわかりやすく並べ, 産業経済カードをラ
ンダムに提示していくようにする。
・既有知識などを根拠にしてすす
んで話し合いに参加している。
３ ５つ産業についてのシナリ
オカードから予想の確認を
する。「いつ，誰が」「どこで」
「どのような理由で」「どのよ
うに，何をした」
◯６グループに分け，グループごとにホワイト
ボードを配布し，それぞれのグループで話し
合って時代ごとに産業経済のシナリオカード
を分類するように働きかける。
・グループの話し合いにすすんで
参加し，５つの産業についての
説明の文章を読み合いながら，
整合性を確かめている。
◯文章がバラバラのカードを用いて，各グルー
プで５つの産業の説明に適した文章に並び替
えるようにすることで，予想が合っていたか
どうかを確かめられるようにする。
・グループで話し合ったことを全
体に伝えようとしている。
４ 産業に深く関係しているも
のは何か考える。
○提示した５つの産業の場所がわかるように，
小縮尺の流域図にそれぞれの産業の写真を貼
るようにする。
・産業と川が深く関係しているこ
とに気付いている。
○加古川流域に色が塗られた透明シートをかぶ
せることで,加古川流域が視覚的にわかるよ
うにする。
・加古川流域に住んでいる町や有
名な産業が含まれていること
に気づいている。
５ ５つの産業の 中から１つ
選び，その産業と加古川流域
がどのように関係している
か自分の言葉でまとめ，交流
する。
◯５つの産業について，加古川流域とのつなが
りをシナリオカードの文章や既有知識などを
もとにして，自分の言葉でまとめ，クラスで
交流することで，加古川流域と生活のつなが
りを感じることができるようにする。
・加古川流域と産業のつながりに
ついて，自分なりに考えようと
している。
イドブックの内容について整理した。流域ガイドブック
では，提案されている学習活動であるアクティビティと
それぞれの国の学習指針（National Science Standards（ア
メリカ合衆国）と学習指導要領（日本））との関係が示さ
れており，学校教育との関係が強く意図されていること
に注目し，分析を行った。その特徴の一つとして，個々
のアクティビティが複数の教科にまたがっており，教科
横断的な学習の可能性をみいだした。また提案されたア
クティビティは，それぞれの流域固有の事象に基づく活
動ではなく，汎用性のあるものであることが指摘される。
具体的には，コロラド川版をもとに木曽川版が作成され
ているように，他の流域の事例に対して容易に転用が可
能である。本プロジェクトの対象である加古川流域にお
いても同様に，事象の置き換えで個々のアクティビティ
を実施することが可能であることが確認された。
次に，木曽川版から加古川版への転用を検討するため
に，木曽川と加古川についての情報を収集し，両河川の
比較を行った。その際，国交省の地方整備局が作成して
いる「河川整備計画」は基本的な情報が整理されており，
また数年おきに更新されている。同資料は，流域学習の
教材開発においての基本文献として位置づけられよう。
本稿では，河川整備計画のほか関係機関からの資料収集
を行い，加古川流域の概要をまとめ，教材開発にあたっ
ての基礎的知識を整理した。
本稿では，木曽川版で示された12のアクティビティか
ら，「木曽川のできごと・今，昔」を取り上げ，「加古川
のできごと・今，昔」の開発を試みた。教材であるシナ
リオカードについて，その構成や文字数などを詳細に分
析し，加古川版教材作成のための基本を確認した。その
上で，本プロジェクトの新たな工夫として，シナリオカー
ドの構造化と ESD の視点を加えた。具体的には，古代，
中世，近世，近代，現代の５つの時代区分と環境・開発，
産業・経済，文化・社会の３つのカテゴリーのフレーム
ワークを設定すること，そしてシナリオカードの文章は
5W1H を意識した文章構造にし，さらに上流・中流・下
流のできごとがバランスよく配置されるよう配慮した。
ESD の視点は，シナリオカードの構造化と連動する形
で，できごとのつながりを理解させる際に，持続可能な
開発の3つの観点（環境，経済，社会），空間軸（空間的
相互依存関係），時間軸（過程）の視点から捉えさせ，持
続可能な開発の考え方を踏まえさせることとした。また
持続可能な開発の見方（多様性，相互性，有限性等），流
域でのできごとを総合的に思考する力（体系的な思考・
システム思考），持続可能性を視点に加古川流域の未来
を思考する態度（未来志向）の資質・能力の育成を加え
ることを提案した。
以上の検討を踏まえ，具体的な授業プランを作成し，
2018年９月14日，兵庫教育大学附属小学校において，第
５学年社会科で授業を行った。授業者のふり返りでは，
シナリオカードを用いたアクティビティの特徴をうまく
活用でき，子どもたちの学習意欲を喚起できた点や，小
縮尺の流域図を用いたことによって俯瞰的に見ることが
できた点が評価されている。一方，産業と加古川とのつ
ながりについての話し合いが極めて感覚的な推論で留ま
り，根拠が乏しい議論となってしまったことの課題も指
摘されている。
本プロジェクトでは，次段階の Check段階として，実
施した小学校社会科の授業分析を行い，改善・発展を図
る。また，児童の変容についても詳細に検討する。さら
に，Do 段階で示した残りのフレームワークである「環
境・開発」，「文化・社会」のカテゴリーの授業プランを
作成し実践の試みや他校種・他学年での研究授業の実施
や他流域での汎用性があるかを検討する。
付記
本研究の内容は，2018年度日本地理学会秋季学術大会
においてポスター発表した。なお，本研究は，兵庫県ふ
るさと創生推進費（「加古川流域を潤す水文化の交流・連
携と継承に関する調査研究（代表者：南埜猛））による研
究成果の一部である。
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